
あなたの毎日に芸術文化のいろど
りを
。
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全席指定　Ｓ席 ８,５00円　A席 7,000円  ／  学生Ｓ席 ６,５００円　Ａ席 ５,０００円

スタニスラフ・ブーニン  ピアノ・リサイタル
全席指定 S席 ９,５00円　A席 ７,000円

11/26
長岡市立劇場

日

開場  14：30
開演  15：00

11/5
長岡市立劇場

日

開場  13：30
開演  14：00

ベルリン・フィルをはじめ、世界の一流オーケストラを率いてきた佐渡裕さんと吹奏
楽大国の頂点に君臨する人気楽団、シエナ・ウインド・オーケストラの最強タッグが
２年ぶりに長岡に登場します。演奏曲目は、イタリアの作曲家、レスピーギの代表作と
して知られる交響詩《ローマの祭り》、《ローマの噴水》、《ローマの松》。元 は々オーケ
ストラ作品ですが、管楽器が大活躍するため、吹奏楽編曲版もオリジナルと遜色な
い迫力のある演奏をお楽しみいただけます。また、市立劇場開館50周年を記念して
佐渡さんによるトークも特別に開催します。“佐渡×シエナ”のエネルギッシュな
ステージをたっぷりとお楽しみください！

1985年、第11回ショパン国際コンクールにおいて、若干19歳で優勝したスタニスラフ・ブーニン。圧倒的な演
奏で世界に衝撃を与え、日本でも“ブーニン現象”と呼ばれるほどの一大旋風を巻き起こしました。この秋、
活動休止期間を経て、待望の全国リサイタルツアーが決定し、長岡公演が実現しました。この公演では、
ブーニンの大のお気に入りでもあり、世界最高峰のショパン国際ピアノコンクールで大きな注目を集め、近年
躍進を遂げているイタリアメーカーのピアノ『ファツィオリ』を長岡市立劇場に持ち込み、芳醇で明るく艶やか
な音色で渾身のプログラムをお届けします。伝説のピアニストによる魂の演奏をぜひ会場でご堪能ください。

世界的指揮者 佐渡裕と吹奏楽の最高峰
シエナ・ウインド・オーケストラが今秋長岡に再登場！

伝説のピアニスト、ブーニンが
10年振りのリサイタルツアーを開催！

〒940-2108 新潟県長岡市千秋3丁目1356番地6
TEL.0258-29-7715　https://www.nagaoka-caf.or.jp/

発行（公財）長岡市芸術文化振興財団Lyric Colors vol.10
〈2023年9月25日発行〉

京都市立芸術大学卒業。故レナード・バーンスタイン、小澤
征爾らに師事。1989年ブザンソン指揮者コンクール優勝。
1995年第１回レナード・バーンスタイン・エルサレム国際指
揮者コンクール優勝。現在、110年以上の歴史を持ちオースト
リアを代表するトーンキュンストラー管弦楽団の音楽監督に
就任し、欧州の拠点をウィーンに置いて活動している。
国内では兵庫県立芸術文化センター芸術監督、シエナ・ウイ
ンド・オーケストラ首席指揮者。2023年４月より新日本フィル
ハーモニー交響楽団第５代音楽監督に就任。

［シエナ・ウインド・オーケストラ］
1990年に結成されたプロフェッショナルのウインド・オーケストラ。吹奏楽
オリジナル曲やマーチはもちろん、クラシック、ジャズ、ポップスなど幅広い
レパートリーをもち、定期演奏会のほか青少年育成事業への出演等、年
間100回を超える事業を展開。2002年より佐渡裕を首席指揮者に擁し、
ユーモアあふれるパフォーマンスで吹奏楽の新境地を切り開いてきた。
近年ではエイベックスから「佐渡×シエナバーンズ：交響曲第3番（長岡
市立劇場にて収録）」「ブラスの祭典BEST」をリリース。

※学生席は大学生以下。入場時学生証提示。規定枚数に達し次第販売終了。　※未就学児入場不可

※未就学児入場不可

1966年モスクワ生まれ。1983年ロン=ティボー国際コンクールに17歳で優勝。1985年第11回ショパン国際ピアノ・コンクール
優勝。EMIと専属契約を結び10枚以上のCDを録音。2012年４月、NHK「TOMORROWbeyond3.11」に出演し、被災地・仙台
三桜高校音楽部と共演。2013年より闘病のため演奏活動を一旦停止。
2022年6月八ヶ岳高原音楽堂でのリサイタルで復帰。同年秋にNHKBSプレミアムで放送された「それでも私はピアノを弾く～
天才ピアニスト・ブーニン9年の空白を越えて」は大きな反響を呼んだ。
2023年11月より待望のリサイタルツアーを東京・新潟・長野・埼玉・大阪・山口の全国6カ所で開催予定。

8月に開催された“アフィニス夏の音楽祭2023”で楽器体験を楽しむ子ども
達の様子。音楽あふれるアツい夏、国内外から集まったたくさんの演奏家
やお客様の笑顔に包まれながら、大盛況のうちに５年間の幕を閉じました。

Profile  スタニスラフ・ブーニン

Profile  佐渡 裕

佐渡 裕 指揮  シエナ・ウインド・オーケストラ演奏会
《ブラスの祭典2023》

©Hikaru.☆

Photo: K. Miura

チケット好評発売中

残りわずか

公益財団法人 長岡市芸術文化振興財団　 広報誌

2023
9.25発行

TAKE
FREE

長岡ゆかりの出演者で贈る  市民創作オペラ
文学座公演  逃げろ！ 芥川

特集

佐渡 裕 指揮  シエナ・ウインド・オーケストラ演奏会
《ブラスの祭典2023》
スタニスラフ・ブーニン  ピアノ・リサイタル

注目公演

スペシャルインタビュー

平原綾香

Lyric

Colorsリリック カラーズ
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―
こ
の
作
品
を
制
作
す
る

き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

片
野
大
輔
さ
ん（
以
下
、片
野
）／
長

岡
民
話
を
題
材
と
し
た「
月
見
草
の

嫁
」、開
府
4
0
0
年
を
記
念
し
制

作
さ
れ
た「
長
岡
物
語
〜
戊
辰
の
苦

悩
を
の
り
こ
え
て
〜
」は
、い
ず
れ
も

私
と
星
野
さ
ん
が
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

「
せ
っ
か
く
作
っ
た
ん
だ
か
ら
、1
回

限
り
の
公
演
で
終
わ
ら
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
！
」と
、多
く
の
再
演
を
待

ち
望
む
声
が
我
々
の
も
と
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
に
、市
立
劇
場

開
館
50
周
年
記
念
に
何
か
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
と
声
が
掛
か
り
、こ
の

2
作
品
の
再
演
を
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。そ
こ
で
、前
回
は
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
の
公
演
…
、市
立
劇
場
の

舞
台
は
ず
っ
と
大
き
く
な
る
…
、

台本：片野大輔 作詞：畠山徳雄、石坂貢治
指揮・作曲：星野勝彦 演出：高橋ひろし（文学座）
キャスト： 鈴木至門、五十嵐郊味、佐藤晶子、坪内麗音、相木隆行、山入端花音、今井和江
 藤井芳、畠山徳雄、佐藤正徒、小池匡、牧野忠慈、長岡少年少女合唱団

室内楽：長岡物語アンサンブル
　コンサートマスター：大関博明　第1ヴァイオリン：佐 木々將公
　第２ヴァイオリン：阿部智子、佐 木々友子　ヴィオラ：加野晶子、阿部楓佳
　チェロ：片野大輔、前田美華　箏：池田聡子　ピアノ：金子陽子

長岡市立劇場開館50周年を記念した、オペラ「長岡物
語」の演出を担当させていただきますこと大変光栄に
感じております。初めて長岡に訪れた日は記録的な大
雪でした…が、皆さんの気持ちはとても温かったことが
印象的です。これまで、演劇ワークショップや朗読会、
文学座公演で長岡は何度か訪れていますが、今回の
舞台づくりでより深く関われることになりました。長岡の
皆さんがこの土地を誇りに思い、そして大切にしている
ことをとても強く感じています。この作品が時代を越え
て、長岡の人 の々長岡への想いがたくさんあふれる舞
台になればいいなと思っています。11月に皆様にお会
いできることを楽しみにしております！

文学座所属俳優。『一銭陶貨～七億分の一の奇跡～』（文学
座公演）、『女の一生』（文学座公演）、『オセロー』（彩の国さい
たま芸術劇場）、ミュージカル『スクルージ～クリスマス・キャ
ロル～』（日生劇場）など外部出演を含めて幅広く活動中。
声優としても『るろうに剣心』（佐渡島方治）や『おじゃる丸』
（冷徹斎星月）の他にテレビ、CM等にも多数出演。また、一人
語りやワークショップの講師としても活動中。

市立劇場の舞台に初めて立ったのは、
小３の日舞の会でした。大きな声で台詞
が言えずお師匠さんに相当絞られた私
がオペラで出演するようになるなんて
（笑）。舞台の上は何歳になっても“お姫
様”を演じられるステキなところです。皆
さま、どうぞオール長岡の公演を存分に
お楽しみください。

月見草の嫁の役をいただいた時、オペラ「てか
がみ」（長岡リリックホール開館20周年記念事
業）のカヨ役の時のように、号泣しながら練習
することになりそうだな…と思いました（笑）。世
知辛いこの世の中を生きる私たちに、月見草
の嫁の必死の愛が、皆様の心に一石を投じる
ことができたら幸せです。そして、この作品が
長岡から世界に発信出来たらうれしいです！

な
ら
ば
い
っ
そ
合
体
さ
せ
て
ボ
リ
ュ
ー

ム
ア
ッ
プ
さ
せ
た
ら
よ
り
面
白
く
な

り
そ
う
！
と
、思
っ
た
わ
け
で
す
。台

本
を
書
き
直
す
に
あ
た
り
、河
井
継

之
助
記
念
館
へ
足
を
運
び
、館
長
さ

ん
か
ら
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。2
0
0
年
も
の
間
、

語
り
継
が
れ
て
い
る
継
之
助
の
残
し

た
足
跡
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、私
自

身
も
良
い
作
品
を
残
し
、長
岡
の
芸

術
文
化
が
こ
の
先
ず
っ
と
発
展
し
て

い
く
よ
う
、今
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
や
っ
て
い
こ
う
、と
改
め
て

感
じ
な
が
ら
台
本
を
書
き
ま
し
た
。

―
前
作
と
の
違
い
は
ど
う
い
っ
た

点
で
し
ょ
う
か
？

星
野
勝
彦
さ
ん（
以
下
、星
野
）／

片
野
さ
ん
か
ら
作
品
構
想
を
聞
い

た
と
き
、長
岡
の
史
実
に「
月
見
草

の
嫁
」の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
な
要
素

を
絡
め
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
面
白
い

と
思
い
ま
し
た
。「
長
岡
物
語
」と

「
月
見
草
の
嫁
」の
共
通
点
で
あ
る

〝
成
就
し
な
い
恋
〞に
着
目
し
、よ
り

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物
語
に
な
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
た
。絶
妙
に
繋
が
れ
た

二
つ
の
物
語
を
日
本
的
で
独
特
な

音
楽
と
と
も
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

曲
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
、ス
ガ
が
継
之

助
と
の
婚
礼
の
際
に〝
幸
せ
の
絶
頂
を

歌
う
ア
リ
ア
〞と
、継
之
助
の
遺
髪
を

手
に
し
て〝
嘆
き
悲
し
む
ア
リ
ア
〞の
喜

び
と
悲
し
み
を
表
現
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
対
比
に
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

片
野
／
今
回
は
前
作
よ
り
舞
台
規

模
が
大
き
く
な
る
の
で
、長
岡
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
が
地
域
拠
点
契

約
を
結
ぶ〝
文
学
座
〞に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。長
岡
で
演
劇
活
動
を

し
て
い
る
役
者
の
方
た
ち
が
出
演
し
、

演
劇
的
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、一

場
面
一
場
面
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ

れ
、こ
れ
ま
で
に
な
い
見
応
え
が
あ
る

も
の
と
な
って
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、財
団
の
芸
術
顧
問
を
さ
れ

て
い
た
、故
三
善
晃
先
生
が
、「
地
方
の

片野 大輔／台本・チェロ 星野 勝彦／指揮・作曲

高橋 ひろし（文学座） 生粋の長岡生まれ・長岡育ちの私が、「長岡
物語」に出演できることをうれしく思います。
死に急いだ河井継之助の陰で、河井家に
最後まで尽くしたスガを身近に感じていた
だけるよう、想いを込めて精一杯歌います。

農家となり、長岡に居を構えて10年が過ぎまし
た。すぐに歌手であることがバレて（笑）たくさん
の歌のお仕事をいただくようになりました。その
集大成として、この物語を紡ぎ、長岡の皆さんに
オペラの魅力を伝えることができたら幸いです。

鈴木 至門（松蔵） 坪内 麗音（河井スガ）

五十嵐 郊味（月見草の嫁）佐藤 晶子（つね姫）

̶歌い紡ぐ長岡の歴史̶ オペラ「長岡物語」

チケット好評発売中全席指定 1,500円 ※未就学児入場不可　※車椅子席をご希望の方は、長岡リリックホールへお問合せください。

１１/１９日
開場 13：30
開演 14：00

長岡市立劇場・大ホール

[あらすじ]
長岡藩の重臣、河井継之助の半生を、第11代藩主、牧野忠恭の視点
で展開する物語。忠恭公の次女、自由活発な「つね姫」と、純朴な庭師
「松蔵」の若き二人のロマンスから、長岡の民話“月見草の嫁”、戊辰の
役を経て小林虎三郎の米百俵の故事に至るまでを華 し々く描いたオ
リジナル作品。身分制度の厳しい時代に身分を越えた恋愛はご法度。
若き二人の運命は…。

Profile

演出

　長岡市立劇場開館50周年を記念し、長岡市民による“オペラ「長岡物語」”
が制作されました。
　この作品は以前に、台本や作詞、作曲を地元の方が手掛け、出演者も長岡
に縁のあるアーティストで上演された、オペラ「長岡物語～戊辰の苦悩を
のりこえて～(作詞：畠山徳雄／2018年)」と「月見草の嫁(原案・脚本 石坂
貢治／2018年)」を融合し、ヴァージョンアップさせた新作です。更に、演出
には日本を代表する老舗劇団「文学座」の高橋ひろしさんを招き、演劇的な
要素も加わり、市立劇場の大舞台で堂 上々演されます。
　今回は、台本・チェロの演奏を担当する片野大輔さんと、指揮・作曲を
務める星野勝彦さんに作品についてお話をお聞きしました。

長岡ゆかりの出演者で贈る

キャスト

ホ
ー
ル
は
東
京
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
を

興
行
す
る
だ
け
の
場
所
で
は
な
い
。

東
京
で
活
躍
し
て
い
る
プ
ロ
の
手
を

少
し
だ
け
借
り
て
、長
岡
独
自
の
芸

術
文
化
を
育
て
よ
う
。」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
お
言
葉

を
少
し
だ
け
実
行
で
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
、と
思
って
い
ま
す
。

―
こ
の
作
品
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
野
／
何
と
言
っ
て
も
、曲
づ
く
り

か
ら
出
演
者
ま
で〝
オ
ー
ル
長
岡
〞で

創
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

ま
た
、前
作
は
音
楽
関
係
者
だ
け
で

し
た
が
、今
回
は
、演
劇
、茶
道
な
ど

幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
方
た
ち
と

一
丸
と
な
っ
て
ひ
と
つ
の
作
品
に
挑
み

ま
す
。開
館
50
周
年
に
相
応
し
く
、

長
岡
の
文
化
を
担
う
人
た
ち
に
よ

る
集
大
成
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

星
野
／
こ
の
オ
ペ
ラ
を
通
し
て
、歴

史
や
民
話
な
ど
の
物
語
や
、様
々
な

芸
術
文
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
長
岡
に
は
豊
富
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。そ
し

て
、私
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
活
動
が

長
岡
の
財
産
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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文学座演出部所属。1986年、文化庁派遣芸術家在外研修員
としてイギリスに滞在。1984年文学座アトリエの会『クリスタ
ル・クリアー』で文学座初演出。1992年文学座アトリエの会『マ
イチルドレン！マイアフリカ！』にて紀伊國屋演劇賞個人賞、
芸術選奨・文部大臣新人賞。1994年文学座公演『背信の
日々』で読売演劇大賞優秀演出家賞。2006年「おーい幾多
郎」、2016年オペラ「てかがみ」では演出を手掛ける。
新国立劇場演劇研究所副所長。日本劇団協議会会長。
日本演出者協会理事。新国立劇場理事。

Profile  西川 信廣

作：畑澤聖悟　演出：西川信廣
出演： 石川武　瀬戸口郁　若松泰弘　郡山冬果　鹿野真央　高柳絢子　日景温子　牧紅葉

※未就学児入場不可

※２５歳以下の皆様に舞台芸術に親しんでいただくための割引料金です。

　今年の文学座公演は、100年前に世界を席巻したスペイン
風邪の最中、親友の芥川龍之介と菊池寛が長崎旅行した史実を
もとに、列車という閉ざされた中で巻き起こる人間ドラマ「逃げろ！
芥川」を上演します。脚本は劇団を主宰し、高校演劇部顧問でもあ
る異色の劇作家 畑澤聖悟さんの書き下ろし、演出は長岡との付き
合いが深く、日本の演劇界を牽引する西川信廣さんが務めます。
　今回は、文学座と畑澤さんが初タッグを組むこの公演に向けた
想いを、西川さんにお聞きしました。

全席指定  ３,０００円
U-25  1,０００円

11/12日 開場 13：30
開演 14：００

長岡リリックホール シアター

和気
あいあい

熱血
指導

アフタートーク
開催

終演後、西川信廣と
キャストが本作について

熱く語ります。

[あらすじ]

大正8年5月4日。芥川龍之介と親友の菊池寛は列車で長崎旅行に出かける。
東京は世知辛く、しがらみばかり。世界的に大流行した「スペイン風邪」の第1
波は終息したかに見えたが、東京の感染状況はまだまだ予断を許さない。
「よし、長崎に逃げよう。ついでに保養や取材も兼ねよう。」
列車は西へと進む。普通の特急のはずであったが、芥川の作品の登場人物
や彼を取り巻く女たち（初恋の女性、妻、愛人）が乗り込んでくる。芥川を責め
立て、時空を越えた騒動が車内で巻き起こる。果たして芥川は逃げ切れるの
だろうか―。
病と人類の闘い、そこで揺れ動く死生観、さらには彼らを待ち受ける厳しい現
実を通して、不確実な未来に立ち向かう我々現代人の姿を映し出します。私
たちが今向き合うべき問題に正面から挑む畑澤聖悟が初めて文学座に書き
下ろします。長崎行きの“夢幻列車旅”、皆様のご乗車お待ちしております。

日本の劇作家、演出家、放送作家であり現役の
公立高校教諭、演劇部顧問でもある。劇団・渡
辺源四郎商店店主（主宰）。2005年『俺の屍を
越えていけ』で日本劇作家大会短編戯曲コン
クール最優秀賞受賞。ラジオドラマの脚本で文
化庁芸術祭大賞、ギャラクシー大賞、日本民間
放送連盟賞など受賞。指導した高校は、全国大
会出場合計７回、うち最優秀賞３回、優秀賞３回
を受賞の実績を残している。

Profile  畑澤 聖悟

文学座公演  逃げろ！芥川

畑
澤
作
品
の
魅
力
と

本
作
の
見
ど
こ
ろ

　

畑
澤
さ
ん
は
劇
作
家
、脚
本
家
、演

出
家
、放
送
作
家
、俳
優
、そ
し
て
青
森

県
の
高
校
で
教
鞭
を
と
る
現
役
の
教
員

で
す
。し
か
も
、2
0
0
5
年
に
渡
辺
源

四
郎
商
店
と
い
う
劇
団
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
主
宰
者
で
も
あ
り
ま
す
。高
校
の

教
員
と
し
て
の
体
験
か
ら
書
い
た
作
品

も
多
く
、中
で
も
い
じ
め
問
題
を
起
こ

し
た
子
供
た
ち
の
親
た
ち
を
描
い
た

『
親
の
顔
が
見
た
い
』は
代
表
作
で
す
。こ

の
作
品
も
そ
う
で
す
が
、閉
ざ
さ
れ
た

空
間
で
起
こ
る
人
間
ド
ラ
マ
を
対
話
だ

け
で
描
く
の
が
畑
澤
作
品
の
魅
力
で
す
。

　

初
め
て「
蜘
蛛
の
糸
」を
読
ん
だ
の
は
、た
し
か
小
学
校
４
年

生
の
と
き
。道
徳
の
教
科
書
に
載
って
い
ま
し
た
。興
味
を
持
っ
た

の
は
地
獄
が
舞
台
だ
っ
た
か
ら
で
す
。当
時
は
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム

で
、そ
の
手
の
読
み
物
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
。授
業
で
先
生
は

「
く
も
の
糸
は
な
ぜ
切
れ
た
の
か
？
」と
黒
板
に
大
書
さ
れ
ま
し

た
。何
人
か
の
手
が
挙
が
り
、「
カ
ン
ダ
タ
が
自
分
だ
け
助
か
ろ
う

と
し
た
か
ら
」と
か
、そ
ん
な
意
見
が
主
流
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
自
分
の
後
か
ら
糸
を
登
って
来
る
亡
者
た
ち
に
、お
い
、気
を
つ

け
ろ
。順
番
に
登
って
こ
い
、と
か
、優
し
い
言
葉
を
掛
け
て
さ
。み

ん
な
で
助
け
合
って
登
れ
ば
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」。先

生
は
ク
ラ
ス
全
員
に
こ
う
語
り
か
け
ら
れ
、授
業
は
終
わ
り
ま

し
た
。し
か
し
、大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
し
た
。糸
の
強
度
が
判

断
で
き
な
い
以
上
、亡
者
ど
も
に
向
か
って「
下
り
ろ
。下
り
ろ
」

と
喚
く
の
は
当
然
で
す
。そ
れ
を「
浅
間
し
く
思
し
召
さ
れ
」る

と
は
、お
釈
迦
様
と
は
な
ん
と
残
酷
な
方
な
の
で
し
ょ
う
。ま
さ

か
最
初
か
ら
糸
を
切
る
つ
も
り
で
弄
ん
だ
の
か
？
そ
れ
と
も
な

に
か
他
の
深
謀
遠
慮
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

以
来
、折
に
触
れ
て
こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。文
学
座

さ
ん
か
ら
光
栄
に
も
書
き
下
ろ
し
の
お
話
し
を
い
た
だ
い
た

と
き
、芥
川
龍
之
介
を
描
き
た
い
、と
真
っ
先
に
思
い
ま
し
た
。

５０
年
近
く
考
え
続
け
た
問
い
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
た
の
で
す
。執
筆
中
は
コ
ロ
ナ
下
で
あ
り
、北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
が
あ
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
閉

塞
感
か
ら
な
ん
と
か
逃
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
物
語
と
し
て
形

を
成
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。一
生
懸
命
書
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

地
域
の
劇
場
と
文
学
座

　

文
学
座
は
現
在
、長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
を
含
め
て
、３
館
の
地

域
劇
場
と
地
域
拠
点
契
約
を
結
ん

で
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
に
よ
っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
違
い
ま
す
が
、演
劇

的
手
法
を
取
り
入
れ
て
、演
劇
人
、

子
供
、親
子
、高
齢
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
様
々
な
試
み
を
し
て
い
ま
す
。

良
き
舞
台
を
見
て
い
た
だ
く
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、劇
場
を
通
し
て「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
」を
作
っ
て
い
く

の
が
地
域
拠
点
の
意
義
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。昨
年
、政
府
は「
人
々
の
つ
な

が
り
に
関
す
る
基
礎
調
査
」を
行
い

ま
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
４.５
％
の
人

が「
常
に
・
し
ば
し
ば
」孤
独
を
感
じ

て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。劇
場
と
劇

団
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、「
孤
立
と
孤

独
」を
少
し
で
も
な
く
し
て
い
く
こ
と

は
、劇
場
と
劇
団
に
対
す
る
、時
代
の

要
請
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
岡
の
み
な
さ
ん
へ

　

2
0
2
1
年
の「
ウ
ィ
ッ
ト
」以
来
、

私
の
演
出
し
た
作
品
が
長
岡
を
訪
れ

ま
す
。と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。長
岡

の
み
な
さ
ん
と
は
20
年
以
上
の
お
付

き
合
い
で
す
。1
カ
月
以
上
も
滞
在

し
て
芝
居
や
オ
ペ
ラ
を
作
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。で
す
か
ら
、私
に
と
っ
て

　

あ
る
劇
団
で『
親
の
顔
が
見
た
い
』

を
私
が
演
出
し
た
と
き
か
ら
、文
学

座
に
書
き
下
ろ
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。台
詞
の
上
手
さ
と
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
が
上
手
い
。

し
か
し
、役
者
が
そ
の
台
詞
を
き
ち

ん
と
喋
れ
な
け
れ
ば
台
無
し
で
す
。

文
学
座
の
演
技
陣
は
台
詞
術
に
長

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。畑
澤
さ
ん

の
描
く
世
界
と
台
詞
が
我
が
文
学

座
と
出
会
っ
て
ど
ん
な
化
学
反
応
を

起
こ
す
か
が
狙
い
で
す
。

　

文
学
座
に
書
き
下
ろ
し
を
お
願
い

し
た
時
は
、題
材
に
つ
い
て
は
白
紙
で

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し

て
い
る
最
中
、何
度
か
作
品
に
つ
い
て
の

話
を
し
て
い
る
時
に
、畑
澤
さ
ん
の
方

か
ら「
1
0
0
年
前
の
スペ
イ
ン
風
邪
の

時
に
芥
川
龍
之
介
と
菊
池
寛
が
長
崎

旅
行
を
し
た
」と
言
う
事
実
が
あ
る

が
、そ
れ
を
土
台
に
作
品
を
書
き
た
い

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。列
車
の
中

が
主
な
舞
台
と
聞
い
た
時
に
、「
閉
塞

的
空
間
で
の
対
話
劇
」で
面
白
そ
う
だ

と
大
賛
成
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す

が
、事
前
に
そ
れ
を
言
う
と
舞
台
を
観

る
前
に
先
入
観
を
与
え
て
し
ま
い
か
ね

な
い
の
で
、あ
え
て
語
り
ま
せ
ん
。む
し

ろ
、観
た
方
た
ち
が
、こ
の
舞
台
か
ら
何

を
受
け
取
り
、ど
う
考
え
る
か
を
楽
し

み
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

は
単
な
る
地
方
都
市
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。も
う
一つ
の「
故
郷
」で
し
ょ
う

か
。長
岡
の
み
な
さ
ん
の
反
応
は
と

て
も
素
直
だ
と
思
い
ま
す
。「
ウ
ィ
ッ

ト
」の
時
の
反
応
も
東
京
の
時
よ
り

も
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
応
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。今
回
の「
逃
げ
ろ
！
芥
川
」で

ど
ん
な
反
応
が
生
ま
れ
る
か
…
。

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
で
す
が
楽
し
み

で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1989年文学座附属演劇研究所に入所。また、
劇作家としても数多くの作品を手掛け「てけ
れっつのぱ」（劇団文化座）は平成20年度文
化庁芸術祭大賞を受賞。長岡では市民参加
公演で、2006年「おーい幾多郎」、2009年「夜
明けのフェニックス」に出演。現在、慶應義塾
大学文学部特別講師、都立総合芸術高等学
校特別専門講師、東京藝術大学非常勤講師
も務めている。

Profile  瀬戸口 郁

　

長
岡
の
み
な
さ
ん
、ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。今
回
演
劇
ワ
ー
ク
ショッ

プ
、そ
れ
に
続
く
文
学
座
公
演「
逃
げ
ろ
！
芥
川
」出
演
で
久
し
ぶ
り
に

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
参
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。う
れ
し
い
な
あ
！

　

以
前
は
し
ょっ
ち
ゅ
う
長
岡
に
は
伺
って
い
て
で
す
ね
、「
お
ー
い
幾
多

郎
」（
作・池
田
む
か
う
演
出・西
川
信
廣
）、「
夜
明
け
の
フェニッ
ク
ス
」

（
作・深
井
麗
美
演
出・望
月
純
吉
）と
、市
民
参
加
劇
に
も
二
本
出
演

し
ま
し
た
が
、こ
れ
二
本
と
も
、長
岡
で
ひ
と
月
暮
ら
し
な
が
ら
市
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
舞
台
で
し
た
。長
岡
の
み
な
さ
ん
は
人
懐
っ

こ
く
て
真
面
目
な
人
が
多
く
て
、演
劇
の
話
を
始
め
る
と
ど
こ
ま
で
も

食
ら
い
つ
い
て
く
る
か
ら
な
か
な
か
話
が
終
わ
り
ゃ
し
な
い
。そ
の
う
ち

こ
っ
ち
も
お
腹
が
空
い
て
く
る
か
ら「
ビ
ー
ル
飲
み
な
が
ら
話
そ
う
か
」っ

て
、稽
古
が
終
わ
っ
た
流
れ
で
よ
く
一
緒
に
飲
み
に
も
行
き
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
朗
読
会
や
演
出
ワ
ー
ク
ショッ
プ
、演
技
ワ
ー
ク
ショッ
プ
で
長
岡

の
劇
団
の
方
た
ち
と
交
流
し
た
り
、そ
れ
か
ら
地
元
の
小・中
学
校
へ
も

演
劇
の
授
業
で
行
っ
た
な
あ
。そ
う
そ
う
、表
町
小
学
校
四
年
生
の
み

な
さ
ん
と
は
一
緒
に
お
芝
居
を
作
って
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
上
演
し
ま
し

た
！（
み
ん
な
今
じ
ゃ
あ
も
う
立
派
な
大
人
に
な
って
る
ん
で
し
ょ
う

ね
）…
等
々
、と
に
か
く
長
岡
で
は
い
ろ
ん
な
出
会
い
、い
ろ
ん
な
思
い
出

が
こ
れ
で
も
か
って
く
ら
い
あ
る
の
で
す
よ
。

　

さ
て
、そ
ん
な
思
い
出
多
き
長
岡
で
、わ
た
し
が
今
回
演
じ
る
の
は

菊
池
寛
。「
父
帰
る
」の
劇
作
家
で「
文
藝
春
秋
」を
創
刊
し
た
型
破
り

な
文
士
で
す
。「
生
活
第
一
、芸
術
第
二
」と
言
い
放
ち
、小
説
を
書
く

の
は
生
活
の
た
め
と
き
っ
ぱ
り
公
言
し
ち
ゃ
う
人
だ
か
ら
、さ
ぞ
か
し

当
時
の
文
壇
に
は
敵
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。さ
あ
、こ
れ
か
ら
ど

う
取
り
組
む
か
…
今
は
思
案
の
真
っ
只
中
で
す
。長
岡
の
み
な
さ
ん
、

劇
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

̶ 公演によせて ̶ 脚本の畑澤さんと、主人公 芥川龍之介の親友 菊池寛を演じる瀬戸口さんからメッセージをいただきました。

西川さんと瀬戸口さんを講
師に招き、9月9日（土）にリ
リックホールで演劇体験
ワークショップを開催しまし
た。10代から70代までの約
30名が参加しました。

自分自身を解放するこ
とができました。人と関
わることは楽しいことだ
と改めて感じました。

想った以上に楽しく時
間が過ぎました。プロ
の俳優さんの演技を
間近で観ることがで
き、公演を早く観たい
と思いました。

演劇要素を入れたゲー
ムでの西川さんのお話
はとても勉強になり、
日々 の生活や職場のコ
ミュニケーションに役立
てたいと感じました。

参加者の声リ ポ ー ト

特 集

45



20
年
分
の
想
い
を
抱
き
し
め

い
ま
の
自
分
を
表
現
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
|

　

長
岡
市
立
劇
場
開
館
50
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
の
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
長
岡
で
開
催
で

き
る
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
く
て
、今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
20
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の〝
20
年
〞の
こ
と

を
表
し
て
、ツ
ア
ー
タ
イ
ト
ル
を

〝W
alking w

ith A-ya

〞と
名
付

け
ま
し
た
。デ
ビ
ュ
ー
10
年
目
も
、

11
年
目
も
、
毎
年
毎
年
が
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
に
思
え
る
く
ら
い
濃
い

1
年
を
過
ご
し
て
き
た
の
で
、20

周
年
を
迎
え
た
今
年
も
、来
年
の

21
周
年
目
も
き
っ
と
同
じ
気
持
ち

で
音
楽
と
向
き
合
っ
て
い
る
自
分

が
見
え
ま
す
。

　

現
在
、ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
の
記
念

ア
ル
バ
ム
を
制
作
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
作
品
を
集
め
た
ベ
ス
ト
ア
ル

バ
ム
で
は
な
く
、新
曲
の
ア
ル
バ
ム
を

お
届
け
し
ま
す
。ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

に
こ
そ
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
ほ
う
が
、私
ら
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
は
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

で
も
同
じ
で
、20
年
分
の
想
い
を
抱

き
し
め
た
ま
ま
、い
ま
の
自
分
を
表

現
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
出
来
た
ら
い

長
岡
は
私
の
故
郷

特
別
な
気
持
ち
で

″Jupiter

〞を
歌
う

　

花
火
が
き
っ
か
け
と
な
り
長
岡

と
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に
初
め
て
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
が
打
ち
上
が
っ
て
か
ら
、来
年
で

20
年
目
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
…
。本

当
に〝
長
岡
と
共
に
歩
ん
で
き
た
〞

と
い
う
想
い
が
強
い
で
す
。

　
〝
震
災
復
興
花
火
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
〞

と
い
う
花
火
が
、み
な
さ
ん
の
募
金

で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、フ
ェニ
ッ
ク
ス
を
打
ち
上
げ
る
こ

と
が
、い
か
に
大
変
な
こ
と
か
を

知
っ
て
い
る
の
で
、こ
う
し
て
続
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
す
ご

い
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て

欲
し
い
で
す
。

　

東
京
で
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
局
な
ど

沢
山
の
方
と
仕
事
を
し
て
い
る
中
で

「
私
、実
は
長
岡
出
身
な
ん
で
す
。い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
か

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」と
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
何
度
と
な
く
あ
り
ま
す
。そ
の

た
び
に
故
郷
が
で
き
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
ん
で
す
。私
は
東
京
生
ま

れ
で
育
ち
も
東
京
な
の
で
、〝
故
郷
に

帰
る
〞と
い
う
感
覚
に
憧
れ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。な
の
で
、そ

ん
な
風
に
長
岡
の
方
た
ち
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
と
っ
て
も

幸
せ
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
長
岡
は
も
は
や
故

郷
。人
も
と
っ
て
も
あ
た
た
か
く
て
、

よ
く
面
倒
を
み
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ま
る
で
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
愛

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、私
も
素
に

な
っ
て
自
分
を
出
す
こ
と
が
出
来
る

大
切
な
場
所
で
す
。そ
れ
は
、コ
ン

サ
ー
ト
に
お
い
て
も
同
じ
で
、長
岡

公
演
で
は
い
つ
も
特
別
な
気
持
ち
で

臨
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、私
に
は
こ
れ
ま
で
約
20

年
間
で
築
き
上
げ
た〝
長
岡
と
の
絆
〞

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
10
年
、20

年
と
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
し
、フェニッ
ク
ス
花
火
や
長

岡
の
み
な
さ
ん
を
い
つ
ま
で
も
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、今
回

の
ツ
ア
ー
で
歌
う〝Jupiter

〞は
、い
つ

も
よ
り
も
さ
ら
に
特
別
な
気
持
ち
で

歌
え
そ
う
で
す
。

　デビュー２０周年を記念した“平原綾香２０th Anniversary Concert Tour 2023 ～Walking with A-ya～”を、市立劇場開館50周年の節目の年に
開催することが決定しました！平原さんといえば、“復興祈願花火フェニックス”を頭に思い浮かべる方が多いのではないでしょうか。ダイナミック
な花火のバックに流れる“Jupiter”は平原さんのデビュー曲でもあり、長岡市民にとって、大変身近で思い入れの深い存在となっています。
　今回は平原さんご自身の２０年間の活動や長岡との繋がりについて想いを語っていただきました。

平原綾香
スペシャル

インタビュー

平原綾香
２０th Anniversary Concert Tour 2023 ～Walking with A-ya～

全席指定 7,5００円 〈チケット一般発売日〉9/30(土)
〈リリックm.c.優先予約〉９/２９(金)※未就学児入場不可

小学生～18歳以下のお子様300名を無料招待します

校歌を作るのは、私にとって初めての経験でした。学校に伺った際、廊
下にみなさんが描いた絵が飾られていて、そのどれもが素晴らしく魅
力的でした。それぞれの夢を抱きながら、自分にしか描けない“たった
ひとつの絵”を描いてほしい…そんな願いとエールを込めました。

いつも長岡の新米を取り寄せています。
枝豆も毎年楽しみにしています！昨日も
食べました(笑)。

2003年12月17日に『Jupiter』でデビュー。今年でデビュー20周年を迎える。2004年の日本レコー
ド大賞新人賞や、2005年日本ゴールドディスク大賞特別賞をはじめ、様 な々賞を受賞。吹き替え
声優や、ミュージカルも多数出演し女優としても活躍している。2022年6月には新曲『キミへ』を含
むNEWアルバム『想い出がラブレター』をリリース。日中国交正常化50周年の記念日には中国の
バーチャル歌手「洛天依」(ルォ・テンイ)とコラボレーションし「MOSHIMO」と「憶」の２楽曲を日
本語と中国語で歌唱している。2023年6月から8月まで帝国劇場にて上演された『ムーラン・ルー
ジュ！ザ・ミュージカル』に、サティーン役で出演。デビュー以来、シングル39枚アルバム24枚を発
表し、ほぼ毎年行われている全国ツアーは好評を博している。父はサックス奏者の平原まこと。
祖父はジャズトランペッターでホットペッパーズの平原勉。

長岡花火は世界的にも有名なので、とても誇らしい気持ちになりま
す。2015年に、パールハーバー・ヒッカム基地のフォードアイランド
にて長岡花火の打ち上げが決定し、第二次世界大戦７０年の式典
で、戦争犠牲者への追悼の意を込めて打ち上げられた時は、私も
参加させていただきました。平和への祈りを込めて、“Jupiter”を
歌わせていただいたことは、一生忘れられないです。

長岡花火とともに
戦後70年の式典に̶

美味しい食べ物

初めてフェニックスを見たときは泣けて泣けて仕方なかったです。
まわりにいたみなさんも泣いていました。みんなの想いがつまった
花火をこれからも毎年観たいと、強く思います。

初めての復興祈願花火フェニックス

長岡市立高等総合支援学校校歌
「世界でたったひとつの絵」の作詞作曲

Profile  平原 綾香

12/3日 開場 16：15
開演 17：００

長岡市立劇場・大ホール

い
で
す
ね
。新
し
く
私
の
音
楽
を
聴

き
は
じ
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
し
、平
原

綾
香
を
何
も
知
ら
な
い
方
に
こ
そ

聴
き
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
は
、特
別
な
想
い
で
楽

し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
す
！

どうぞこの機会に多くの子ども達に本物の舞台にふれ、
舞台芸術の素晴らしさをご実感いただけますと幸いです。

劇場・音楽堂等の子供鑑賞体験支援事業

(規定枚数に達し次第終了)受付開始：9/30（土）～
完売の場合を除き、ご同行のお客様(19歳以上／有料)
のチケットも合わせてご予約できます。

お問合せ：サンライズプロモーション北陸　☎025-246-3939

この取組みは、劇場・音楽堂等で行われる実演芸術の鑑賞・体験等を
子供たちに提供する取組を文化庁支援のもとで行うものです。

詳細・お申込みは
専用サイトを
ご覧ください

子供文化芸術活動支援事業
 (劇場・音楽堂等の子供鑑賞体験支援事業)

について

平原さんと長岡のつながり

もっと教えて
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